



Student’s Consciousness Exerted on Target Achievement in Elderly Patient Nursing Training 
and the Difference in the Learning Experience between Wards
Mayumi FUKUTAKE1, Misako SHIMAMURA1, Naomi YAMAMOTO2, 















































1Kawasaki College of Allied Health Professions　Department of 
Nursing
































3 ．研 究 方 法
1 ）調査対象者
　平成28年度老年看護学実習を終えたＡ短期大学







































きる」の 2 項目に対して，「よくできた（ 5 点）」「でき
た（ 4 点）」「概ねできた（ 3 点）」「努力を要する（ 2








　評価スケールは，9 下位尺度45質問項目（各 5 項目）
で構成され，回答は，「非常に当てはまる（ 5 点）」「か
なり当てはまる（ 4 点）」「わりに当てはまる（ 3 点）」
「やや当てはまる（ 2 点）」「あまり当てはまらない（ 1
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準は 5 ％未満（p＜.05）とした．分析には，IBM SPSS 















13 人（16.3%），Ｃ 病 棟 21 人（26.3%），Ｄ 病 棟 25 人
（31.3%）であった．目標達成状況は表 1 に示す．目標
達成 1 ，目標達成 2 ともに，できたと評価した人数が


















　目標 1 ・目標 2 と老年看護学実習中の学生の思い
（ネガティブ感情）についてｔ検定を実施した結果を
表 4 に示す．ネガティブ感情が全くなかった人は目標







目標達成 1 目標達成 2 人（％）
よくできた  5 （6.3）  6 （7.5）
できた 46 （57.5） 45 （56.3）
概ねできた 24 （30） 25 （31.3）





なし  3 （3.8） 47 （58.8）
1 個 13 （16.3） 24 （30.0）
2 個 29 （36.3）  6 （7.5）
3 個 20 （25.0）  2 （2.5）
4 個  9 （11.3）  1 （1.3）














あり 77 3.66± .661
目標 1
1 個以下 16 3.25± .775
.012
2 個以上 64 3.73± .648
目標 2
1 個以下 16 3.63± .719
.810








なし 47 3.81± .647
.008
あり 33 3.39± .704
目標 2
なし 47 3.81± .647
.023






























1 ．看護師に報告すべき内容を選べるようになった 19（23.8） 40（50.0） 17（21.3） 4 （5.0） 0 （0）
2 ．どの時間に何をしていればよいのかがわかるようになった 17（21.3） 37（46.3） 23（28.8） 3 （3.8） 0 （0）
3 ．病棟の週間予定を踏まえて 1 日の行動計画を立案できるようになった 19（23.8） 39（48.8） 19（23.8） 3 （3.8） 0 （0）
4 ．専門用語を使って患者の状態を説明できるようになった 9（11.3） 37（46.3） 28（35.0） 3 （3.8） 3 （3.8）
5 ．演習で学んだことを復習して援助の提供に活かせるようになった 12（15.0） 39（48.8） 23（28.8） 6 （7.5） 0 （0）
Ⅱ 受け持ち患者との関係をつくっていく
6 ．患者の状況に応じて話題を選べるようになった 25（31.3） 39（48.8） 13（16.3） 3 （3.8） 0 （0）
7 ．患者の好きな話題を選べるようになった 33（41.3） 31（38.8） 12（15.0） 4 （5.0） 0 （0）
8 ．患者の気持ちを理解できるよう表情や態度にも注目できるようになった 32（40.0） 39（48.8） 6   （7.5） 3 （3.8） 0 （0）
9 ．患者の個別性に応じてコミュニケーションを工夫できるようになった 34（42.5） 31（38.8） 13（16.3） 2 （2.5） 0 （0）
10．躊躇することなく患者のベッドサイドに行けるようになった 47（58.8） 23（28.8） 6   （7.5） 4 （5.0） 0 （0）
Ⅲ 必要な時に必要なだけ相手に支援を求める
11．自分ではどうすることもできない問題の解決方法を誰かに相談するようになった 21（26.3） 40（50.0） 14（17.5） 5 （6.3） 0 （0）
12．助けを求めるべき相手を見極められるようになった 19（23.8） 37（46.3） 19（23.8） 5 （6.3） 0 （0）
13．援助提供中の問題に対して教員や看護師に助けを求められるようになった 19（23.8） 36（45.0） 21（26.3） 4 （5.0） 0 （0）
14．調べてもわからないことを医師や看護師に聞けるようになった 17（21.3） 22（27.5） 25（31.3） 12（15.0） 4 （5.0）
15．タイミングよく看護師に話しかけられるようになった 14（17.5） 30（37.5） 24（30.0） 9（11.3） 3 （3.8）
Ⅳ 患者に援助を提供するチャンスを確実に獲得する
16．患者が援助を受け入れられる状態かどうかを確認できるようになった 15（18.8） 47（58.8） 16（20.0） 2 （2.5） 0 （0）
17．患者の都合を考えて援助の開始時間を設定できるようになった 20（25.0） 46（57.5） 11（13.8） 3 （3.8） 0 （0）
18．患者に受け入れてもらえるよう援助開始を提案できるようになった 18（22.5） 40（50.0） 20（25.0） 2 （2.5） 0 （0）
19．よい時期に援助を開始できるよう物品を準備しておけるようになった 17（21.3） 42（52.5） 18（22.5） 3 （3.8） 0 （0）
20．患者と相談しながら援助を計画できるようになった 19（23.8） 39（48.8） 19（23.8） 3 （3.8） 0 （0）
Ⅴ 時間や場所，状況をわきまえながら自分らしくふるまう
21．相手の意見を尊重しつつ自分の意見も伝えられるようになった 20（25.0） 41（51.3） 15（18.8） 4 （5.0） 0 （0）
22．カンファレンス中に自分の意見を述べられるようになった 23（28.8） 36（45.0） 15（18.8） 6 （7.5） 0 （0）
23．感情をコントロールしながら次週に取り組めるようになった 22（27.5） 36（45.0） 17（21.3） 3 （3.8） 2 （2.5）
24．自らの誤りや失敗を認めて誠実に対応できるようになった 30（37.5） 33（41.3） 14（17.5） 3 （3.8） 0 （0）
25．学生同士であっても状況に応じて話し方を変えられるようになった 22（27.5） 33（41.3） 21（26.3） 4 （5.0） 0 （0）
Ⅵ 臨床状況に対する理解を深めたり問題点に気づいたりする
26．患者の受けている治療の実際を理解できるようになった 13（16.3） 51（63.8） 15（18.8） 1 （1.3） 0 （0）
27．患者が実際に示した反応の原因を考えられるようになった 11（13.8） 43（53.8） 23（28.8） 3 （3.8） 0 （0）
28．入院に伴う患者の不自由さを具体的に理解できるようになった 20（25.0） 40（50.0） 19（23.8） 1 （1.3） 0 （0）
29．実際に提供されている個別性の高い看護に気づけるようになった 16（20.0） 42（52.5） 19（23.8） 3 （3.8） 0 （0）
30．実際に提供されている看護への疑問点を説明できるようになった 7 （8.8） 42（52.5） 25（31.3） 6 （7.5） 0 （0）
Ⅶ 看護師とかかわり看護の価値を見いだす
31．あのようになりたいと思う看護師のよい所を真似してみるようになった 26（32.5） 29（36.3） 18（22.5） 5 （6.3） 2 （2.5）
32．あのようになりたいと思う看護師のよい所を説明できるようになった 26（32.5） 29（36.3） 18（22.5） 5 （6.3） 2 （2.5）
33．看護師の姿と将来の自分を重ねて考えられるようになった 24（30.0） 28（35.0） 18（22.5） 9（11.3） 1 （1.3）
34．目標とする看護師像を意識しながら実習に取り組めるようになった 21（26.3） 32（40.0） 20（25.0） 6 （7.5） 1 （1.3）
35．優れた技術をもつ看護師を見つけられるようになった 23（28.8） 34（42.5） 16（20.0） 5 （6.3） 2 （2.5）
Ⅷ 実習目標と関連付けて自分の実習状況を振り返る
36．実習目標に到達するための自分の課題を見つけられるようになった 23（28.8） 41（51.3） 14（17.5） 2 （2.5） 0 （0）
37．自分の実習目標の達成度を見極められるようになった 15（18.8） 39（48.8） 23（28.8） 3 （3.8） 0 （0）
38．自分の知識の積み重ねや技術の進歩がわかるようになった 16（20.0） 40（50.0） 21（26.3） 2 （2.5） 1 （1.3）
39．自分の苦手なことがわかるようになった 31（38.8） 35（43.8） 10（12.5） 3 （3.8） 1 （1.3）
40．自分の得意なことをみつけられるようになった 15（18.8） 38（47.5） 26（32.5） 1 （1.3） 0 （0）
Ⅸ 学習がうまくいかない原因を確認し，その改善を試みる
41．わかるまで教員や看護師に説明を求められるようになった 11（13.8） 39（48.8） 22（27.5） 7 （8.8） 1 （1.3）
42．わかるまで教科書や資料を調べるようになった 13（16.3） 42（52.5） 22（27.5） 3 （3.8） 0 （0）
43．うまくできない技術を積極的に練習するようになった 9（11.3） 33（41.3） 32（40.0） 5 （6.3） 1 （1.3）
44．その日の自分の課題を意識しながら実習に取り組めるようになった 10（12.5） 44（55.0） 25（31.3） 1 （1.3） 0 （0）











































































Ａ病棟 Ｂ病棟 Ｃ病棟 Ｄ病棟
下位尺度 1 18.86±3.41 18.00±2.08 19.48±3.16 19.20±3.65 3 .604 .614
下位尺度 2 21.67±3.61 20.15±3.02 20.62±2.71 21.56±3.73 3 .848 .472
下位尺度 3 19.33±3.60 17.85±3.21 18.76±3.06 18.56±3.84 3 .506 .679
下位尺度 4 19.95±2.99 19.23±3.24 19.86±2.43 19.72±3.18 3 .175 .913
下位尺度 5 20.00±3.39 18.77±2.98 19.71±2.94 20.44±3.92 3 .715 .546
下位尺度 6 19.14±2.97 18.38±2.26 19.24±2.70 19.72±3.02 3 .650 .586
下位尺度 7 19.86±3.94 19.38±4.63 19.57±3.57 18.64±5.12 3 .331 .803
下位尺度 8 20.05±3.44 18.92±2.40 20.10±2.81 19.56±3.47 3 .475 .700
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